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一　般　演　題

1．鍼治療を施行したリウマチ様関節炎部位に1311・Na

　　の集積を認めた甲状腺癌の一例
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　甲状腺癌の気管内再発を生じた患者に1311治療を施

行したところ，両足関節および手関節に異常集積を認め

た．この1311－Naの集積部位は骨シンチグラム上の異常

集積とほぼ一致していた．同部の骨X線検査では慢性関

節リウマチの所見を呈し，かっ鍼治療による金針の存在

を認めたが，甲状腺癌の骨転移の所見は認められなかっ

た．本例における1311・Naの関節炎部位への集積の機序

は不明であるものの，鍼治療に基づく同部の血流増加は

その一因と推測された．

3．Beautiful　bone　scanを呈した胃癌骨転移の一例
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　　　　　　　　　　（国立療養所南岡山病院）

　症例は46歳女性．腰痛および貧血で発症，まずleu－

kemiaが疑われ，骨髄穿刺ではdry　tap，骨髄生検では

低分化腺癌の転移という所見であった．胃透視，胃内視

鏡・生検にて，Borrmann　4型胃癌，低分化腺癌と診断

された．入院時の腰椎単純写真では著変なかったが，骨シ

ンチグラムにて，躯幹骨が非常に濃く描出されるbeau－

tiful　bone　scanの像が得られ，　absent　kidney　signを伴

っていた．3か月後の単純写真にて肋骨・脊椎などに著

明なびまん性骨硬化が認められた．

2・興味ある核医学所見を呈した心アミロイド・・…シスの

　　一例
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　Tc・99m－HMDPの心筋への強い集積を認めた心アミ

ロイドーシスの一例を経験した．

　症例は80歳男性，主訴は労作時息切れ．検査所見で

は，胸部X－P，心電図，心エコーで本疾患に特徴的な所

見が得られた．Tc－99m－HMDPによる心筋シンチグラ

フィーで，左室に一致した強い集積が認められ，心アミ

ロイドーシスと診断された．Tc－99m・HMDPおよびTl

を使った2核種同時投与による同時収集を行い，病変部

位のTc・99m・HMDPの集積およびTlの欠損像を認め
た．

4．1231・IMP　SPECT上，高集積を呈したMELAS
　　（mitochondrial　encephalopathy　with　lactic　acidosis

　　and　stroke・like　episOdes）症例
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　MELAS症例に1231－IMP　SPECTを経時的に施行し，

その集積状態の変化について検討するとともに，持続動

脈採血法による局所脳血流量（rCBF）を求めた．病変部

は，1231－IMPの低集積および高集積として描出された．

1231－IMPの高集積部位は，その後のX線CT上LDA

に変化し，X線CTに比し早期に病変を描出し得る可能

性が示された．また，rCBFの高値を呈する部位が認め

られた．これは，脳組織の局所的な代謝性アシドーシス

により，脳血管の拡張を生じ，rCBFの増加をきたした

ものと考えられた．
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